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調査結果概要
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本調査の概要

目的：気候変動と健康への影響に関する、日本の看護職者の知識や意
識の程度、および職務的見解やニーズについての実態を明らか
にすること

方法：気候変動と健康の知識、意識、職務的見解に関する自記式質問
紙票を作成し、オンライン調査プラットフォームを通じて調査
を実施した

調査対象：日本全国の看護職者（看護師、保健師、助産師）1,200名

調査期間：2024年8月26日～8月31日

倫理承認：新潟大学研究倫理委員会より取得した

（承認番号：2023-0358）

研究資金：日本医療政策機構の資金により実施した
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調査結果の4つのポイント

1. 72％の看護職者は、看護職者にとって気候変動は重要な課題であると回答した

気候変動が重要な課題である理由として、「生命に関わり保健医療分野との関連が強い」「将来世代のた

めに取り組む必要性があると考える」「医療分野も環境へ悪影響を及ぼしている」等という意見が上位に

あがった。

2. 80％の看護職者は、看護職者は、「気候変動と健康」に関する知識を学ぶ必要が
あると回答した

学ぶ必要があると思う理由として、「生命に関わる内容であり、看護職者として知っておく必要がある」

「健医療分野からの環境への悪影響について、もっと理解すべきであるため」「目の前の患者／対象や将

来世代のために、今後取り組む必要性があると考えるため」という意見が上位にあがった。

3. 84％の看護職者が、「気候変動と健康」に関しての学習意欲があると回答した

学習したい内容として、「健康への影響や疾病について」「異常気象災害など有事の備えについて」「日

常業務における具体的な実践方法について」等が上位にあがった。

4. 69％の看護職者が、仕事以外の時間で、家族や友人・近隣住民など身近な人々に、
健康・医療に関する情報提供や相談・支援をすることがあると回答した



調査結果の詳細
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対象者の属性（性別・年齢層・居住地）
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対象者の属性（資格・経験年数・職位・施設区分）

1200 

191 
77 

看護師 保健師 助産師

有している国家資格

看護師

保健師

助産師

6%

19%

21%

16%

38%

実務経験年数

４年以下

５～９年

１０～１４年

１５～１９年

２０年以上

4%
11%

85%

職位

管理職①

管理職②

非管理職

（2024年8月実施 N=1,200）

管理職①：看護部長、総師長、副看護部長、都道府県・市区町村の課長、訪問看護ステーション
・福祉施設等の所長、学部長、等

管理職②：看護師長、副看護師長、都道府県・市区町村の係長、主任、学科長、教授、等

（複数選択可）
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気候変動は、直接的あるいは間接的な影響によって、2030年から2050年の間に年間約25万人の死亡

者の増加を引き起こすとWHOによって推測されています。また国際看護師協会（ICN）は、2018年の

所信声明（Nurses, Climate Change and Health）において、「看護専門職は、人々の健康とウェルビー

イングを保護し、社会正義の推進に尽力する者として、気候変動への適応（悪影響に対する脆弱性

の軽減）と気候変動の緩和（温室効果ガス〔GHG〕排出の削減または防止）に貢献する責務を負っ

ている。」と述べています。

4%

24%

55%

17%

そう思わない

あまりそう思わない

ややそう思う

そう思う

（2024年8月実施 N=1,200）

看護職者にとって、気候変動は重要な課題であると思いますか。
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看護職者にとって、気候変動は重要な課題であると思いますか。

「ややそう思う」「そう思う」と答えた方について、そのよ
うに思う主な理由は何ですか。
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（2024年8月実施 N=862）（複数回答可）
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看護職者は、「気候変動と健康」に関する知識を学ぶ必要があ
ると思いますか。
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「どちらかというと必要」「必要」と答えた方について、そのように思う主な
理由は何ですか。 （2024年8月実施 N=954）（複数回答可）
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あなたは「気候変動と健康」に関しての学習意欲がどの程度
ありますか。
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「気候変動と健康」に関して、どのようなことが知りたいですか。
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（複数回答可）
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あなたは仕事以外の時間で、家族や友人・近隣住民など身近な人々に、
健康・医療に関する情報提供や相談・支援をすることがありますか。
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